
愛知国公・全厚生
國枝孝幸（２０代）

（１）

最低賃金と各種賃金及び生計費・
生活保護基準の比較 （１９９８年度）

（注）パート月額は、全産業９３．７時間、製造業は１０３．３時間
全労連新聞２５４号参考。 愛知の最賃は２０００年度

２００１年３月１５日

愛
知
障
害
者
作
業
所
連
絡
会

な
ど
障
害
者
三
団
体
は
、
三
月

七
日
、
寒
風
の
中
、
名
古
屋
市

と
県
庁
前
で
座
り
込
み
と
知
事

・
市
長
・
議
会
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

愛
知
県
や
名
古
屋
市
の
来
年

度
予
算
案
は
、
補
助
金
カ
ッ
ト

を
さ
ら
に
す
す
め
る
も
の
で
、

特
に
名
古
屋
市
は
県
が
福
祉
予

算
の
一
部
負
担
の
凍
結
を
決
め

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
下
唯

一
、
所
得
制
限
を
導
入
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
補
助
金
制
度
始
ま

っ
て
以
来
、
初
め
て
小
規
模
作

業
所
の
人
件
費
補
助
の
削
減
を

お
こ
な
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

座
り
込
み
に
参
加
し
た
仲
間

は
、
「
市
長
選
挙
で
市
長
を
変

え
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

松
原
市
政
変
え
る
ぞ
と
決
意

東
三
河
労
連
で
は
、
こ
の
春

闘
の
パ
ー
ト
労
働
者
の
賃
金
底

上
げ
運
動
の
一
環
と
し
て
、
新

聞
の
求
人
広
告
の
時
間
額
調
査

を
し
ま
し
た
。
集
め
た
三
一
一

事
業
所
の
う
ち
、
最
賃
違
反

は
、
四
事
業
者
（
六
〇
〇
円
、

六
五
〇
円
、
六
七
〇
円
）
も
あ

り
、
早
速
申
し
入
れ
を
し
、
是

正
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
「
最
賃
な
ん
て
知
ら
な
か

っ
た
」
「
高
校
生
に
も
適
用
す

る
の
？
」
「
短
時
間
パ
ー
ト
に

も
適
用
さ
れ
る
の
？
」
と
の
対

応
で
し
た
。

調
査
を
も
と
に
二
・
二
一
総

行
動
で
は
、
豊
橋
、
豊
川
、
蒲

郡
、
新
城
な
ど
四
市
四
町
の
議

会
要
請
を
し
ま
し
た
。
要
請
で

は
最
賃
違
反
の
事
業
所
に
関
心

を
示
し
た
り
、
「
一
〇
万
円
で

ど
う
生
活
す
る
の
か
」
「
趣
旨

は
十
分
わ
か
っ
た
。
精
一
杯
努

力
す
る
」
な
ど
嬉
し
い
対
応
も

あ
り
ま
し
た
。
事
業
者
へ
の
周

知
徹
底
も
必
要
と
感
じ
、
労
働

基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
商
工
会
議
所
な
ど
へ
も
申

し
入
れ
を
検
討
し
ま
す
。

（
障
害
者
団
体
座
り
こ
み
）

補補
助助
金金
減減
らら
すす
なな

東
三
河
労
連
が
成
果

２．２１総行動で星ケ丘駅前の署名と宣伝行動「せめて１０００円に」
に共感。「署名をはじめてした」「ぜひ政府にとどけて」と高校
生たち

�

千種・名東労連

最
賃
違
反
を
是
正
さ
せ
る

愛 労 連
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森森内内閣閣はは 退退陣陣せせよよ�

３．６緊急集会
「「米米原原潜潜事事故故、、ＫＫＳＳＤＤ徹徹底底究究明明」」

メールアドレスが変わりました�

国
民
の
支
持
率
が
ヒ
ト
ケ
タ

に
下
が
っ
て
も
、
四
野
党
共
同

の
内
閣
不
信
任
案
が
出
さ
れ
て

も
居
座
り
続
け
る
自
公
保
の
森

内
閣
。

森
内
閣
の
即
時
退
陣
を
求
め

る
国
民
大
運
動
愛
知
県
実
行
委

員
会
の
３
・
６
緊
急
集
会
が
若

宮
大
通
り
公
園
（
名
古
屋
市
中

区
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

森
内
閣
即
時
退
陣
！
米
原
潜

事
故
徹
底
究
明
、
Ｋ
Ｓ
Ｄ
疑

惑
、
機
密
費
流
用
の
徹
底
糾
明

を
求
め
る
集
会
決
議
を
採
択
。

集
会
後
、
デ
モ
行
進
し
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

愛労連の電子メールアドレスが変わりま
した。
愛労連へのご意見・ご要望、職場での出
来事など、どしどしお寄せください。

生
活
保
護
よ
り
少
な
い

最
賃
な
ん
て
お
か
し
い

最
賃
で
暮
ら
す
。
二
月
は
日

数
が
少
な
い
し
、
食
費
も
普
段

ほ
ど
使
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で

も
で
き
な
か
っ
た
。
年
間
で

は
、
化
粧
品
も
衣
類
も
い
る

し
、
家
電
の
と
り
か
え
も
考
え

る
と
、
あ
と
年
額
五
〇
万
円
は

欲
し
い
。
だ
い
た
い
生
活
保
護

よ
り
少
な
い
賃
金
が
お
か
し

い
。
生
活
保
護
を
受
け
れ
ば
、

家
賃
や
税
金
な
ど
考
慮
さ
れ
て

使
え
る
お
金
の
差
は
も
っ
と
広

が
る
と
思
う
。
せ
め
て
生
活
保

護
と
同
じ
く
ら
い
使
え
る
お
金

が
保
障
さ
れ
て
も
い
い
。

残
金
が
頭
に
こ
び
り
付
き

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た

普
段
か
ら
質
素
な
生
活
を
し

て
い
る
方
な
の
で
、
普
段
通
り

の
生
活
を
し
て
、
結
果
と
し
て

標
準
生
計
費
と
ど
れ
く
ら
い
か

け
離
れ
て
い
る
の
か

を
見
て
み
よ
う
と
思

っ
た
。

結
論
は
、
約
三
万

七
千
円
の
大
オ
ー
バ

ー
だ
っ
た
。
も
し
、

標
準
生
計
費
分
の
お

金
し
か
な
か
っ
た

ら
、
事
故
や
冠
婚
葬

祭
と
い
っ
た
突
然
の

出
費
に
対
応
で
き

ず
、
贅
沢
も
で
き
な

い
。
常
に
残
金
の
こ

と
を
考
え
て
の
生
活

で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

る
。
こ
れ
で
は
と
て

も
健
康
で
文
化
的
な

生
活
は
送
れ
な
い
。

絶
対
最
賃
で
は
生
活

で
き
な
い
と
わ
か
っ
た

全
国
一
般
・
日
本
ア
ク
リ
ル

分
会石

井
一
由
起
（
５０
代
）

最
賃
体
験
で
は
、
�
食
事
以

外
の
支
出
は
極
力
し
な
い
、
�

食
事
も
で
き
る
だ
け
切
り
つ
め

る
、
�
家
計
簿
に
毎
日
支
出
額

を
し
っ
か
り
と
記
帳
す
る
こ

と
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、

か
み
さ
ん
が
「
面
白
そ
う
だ
か

ら
」
と
い
っ
て
私
以
上
に
張
り

切
っ
た
の
で
、
一
番
面
倒
そ
う

な
食
事
の
管
理
集
計
を
た
の
ん

だ
。
そ
の
お
か
げ
で
、
な
ん
と

か
一
ヶ
月
間
の
最
賃
体
験
を
最

後
ま
で
や
り
通
す
こ
と
が
で
き

た
。
最
終
的
に
は
一
二
一
、
四

三
六
円
と
二
万
円
ほ
ど
予
算
オ

ー
バ
ー
。
も
ち
ろ
ん
被
服
費
、

教
養
娯
楽
費
な
ど
は
一
切
使
わ

ず
、
さ
ら
に
教
育
費
や
住
宅
な

ど
最
も
金
額
が
か
か
る
費
用
を

除
い
た
結
果
の
数
字
だ
。
ま
と

も
な
生
活
を
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
絶
対
に
最
賃
で
は
生
活
で

き
な
い
こ
と
が
改
め
て
わ
か
っ

た
。

●

愛
労
連
は
こ
の
貴
重
な
最
賃

体
験
を
も
と
に
、
四
月
一
〇
日

に
は
愛
知
労
働
局
や
人
事
院
中

部
事
務
局
と
交
渉
し
ま
す
。
地

域
最
賃
（
月
額
十
七
万
円
以

上
、
日
額
八
千
円
以
上
、
時
間

額
千
円
以
上
）
の
引
き
上
げ
や

全
国
一
率
最
低
賃
金
制
の
制
定

を
求
め
て
、
署
名
・
宣
伝
な
ど

運
動
を
広
げ
ま
す
。

最
賃
体
験
に
五
二
名
が
挑
戦
。
二
月
一
日
か
ら
取
り
組
ん
だ
最
賃
体
験
は
二
八

日
で
終
了
。
や
っ
と
の
思
い
で
過
ご
し
た
？
こ
の
一
カ
月
間
を
体
験
者
に
話
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

第９４号

せ
め
て
１７
万
円
以
上
は
ほ
し
い

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
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なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
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きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
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っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた６４９円

５，１６７円
１１３，６７４円
６７７円

５，４１１円
１１９，０４２円
１４７，９００円
１２９，０００円
８４，１２８円
８９，３１０円
１４２，５６７円

１７６，３１６円

１０８，７８０円
１３８，６９５円
１８６，５２７円

時間額
日額
月額（２２日）
時間額
日額

高卒月額
中卒月額
全産業
製造業
産業計月額
定期給与
１級地－１
標準３人世帯
単身者消費支出
同非消費支出込み
３５歳未満の単身
世帯月額

地域別

地域別

初任給（女性）

パート賃金
（５～２９人、月額）
規模１～４人の
賃金（女性）
生活扶助基準
（月額）
人事院標準
生計費
単身者消費支出

最低賃金
（全国平均）

最低賃金
愛 知

各種賃金

生活保護

生 活 費

最最賃賃体体験験５５２２人人

全国一般
シバタ分会
西村秀子（５０代）

すぐ



「機密費・ＫＳＤ疑惑糾弾」昼
休み集会には、２００人が参
加、自民党県連前でのシュプ
レヒコール＝名中センター

サービス残業、最賃などで
ハローワークや労基暑へ申
し入れた＝西三南労連

１００人の休暇部隊で宣伝や
企業・区役所などへ申し入
れた＝港地区労

２００１年３月１５日

今
春
闘
最
大
の
と
り
く
み
と

な
っ
た
２
・
２１
愛
知
総
行
動
は
、

大
幅
賃
上
げ
で
不
況
打
開
！
誰

で
も
ど
こ
で
も
月
額
一
五
〇
〇

〇
円
、
時
間
額
一
〇
〇
円
の
賃

上
げ
を
！
な
ど
、要
求
を
掲
げ
、

各
地
域
労
連
が
終
日
行
動
。
二

二
〇
カ
所
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
工

場
門
前
で
一
、
一
〇
〇
人
の
仲

間
が
早
朝
宣
伝
。
日
中
は
、
労

組
訪
問
や
自
治
体
・
監
督
署
、

企
業
訪
問
な
ど
を
行
い
、夜
は

一
〇
カ
所
で
集
会
や
学
習
決
起

集
会
を
開
き
ま
し
た
。

2.21
総
行
動

県
下
２２０
ヵ
所
で
早
朝
宣
伝

リストラ反対・大幅賃上げを
ママイイラライインンでで労労働働強強化化押押ししつつけけるるなな�

通信労組 ３．１５はストライキで

全
労
連
・
全
国
一
般
愛
知
地

方
本
部
は
、
今
春
闘
で
企
業
訪

問
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。「

地
域
経
済
を
振
興
さ
せ
、

中
小
企
業
の
経
営
と
雇
用
を
守

ろ
う
」
が
組
合
活
動
の
大
き
な

柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
愛
知
郡
東
郷
町
の
企

業
二
八
社
に
「
企
業
状
態
と
要

望
調
査
票
」
・
「
要
請
書
」

を
事
前
に
郵
送
し
、
三
月
一

日
に
訪
問
し
ま
し
た
。

経
営
者
・
担
当
者
の
不
在

を
除
き
二
四
社
の
方
と
面
談

す
る
こ
と
が
で
き
、
対
応
し

て
い
た
だ
い
た
各
企
業
は
、

既
に
調
査
票
を
記
入
し
、
待

ち
受
け
て
い
て
く
れ
ま
し

た
。
自
治
体
・
国
な
ど
役
所

へ
の
「
不
満
や
要
望
」
も
出
さ

れ
、
私
た
ち
と
共
通
す
る
要
求

も
あ
り
、
参
加
し
た
仲
間
は

「
今
後
は
、
共
同
し
て
自
治
体

に
要
望
で
き
る
確
信
を
得
た
」

と
次
の
訪
問
が
楽
し
み
だ
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

調
査
表
７
社

要
請
書
２
社

今
回
の
調
査
票
に
協
力
い
た

だ
い
た
企
業
は
木
材
・
木
製
品

や
鉄
鋼
、
一
般
機
械
、
金
属
製

品
の
業
種
が
中
心
で
、
国
へ
の

要
望
も
大
企
業
の
中
小
企
業
分

野
へ
の
進
出
規
制
、
中
小
企
業

の
保
護
・
振
興
、
消
費
税
廃

止
、
中
小
企
業
の
税
制
改
善
、

技
術
・
研
究
開
発
へ
の
助
成
な

ど
な
ど
要
望
事
項
は
私
た
ち
と

共
通
し
た
内
容
ば
か
り
で
す
。

今
後
さ
ら
に
訪
問
活
動
の
規

模
を
広
げ
、
多
く
の
組
合
員
の

参
加
と
地
域
労
連
の
仲
間
の
参

加
も
え
て
す
す
め
、
要
求
実
現

で
地
域
経
済
の
発
展
や
雇
用
確

保
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

全全
国国
一一
般般
がが
中中
小小
企企
業業
訪訪
問問

愛 労 連

共
同
で
き
る
と

確
信
し
た

〔授業料減免者数の推移〕１２年度のみ９月末現在

教育権を奪わないで�

今回の改定によって、平成１１年度の減免者８，４２６人
のうち、単純計算で３，３００人が対象外となります。

労労
働働
者者
はは
クク
タタ
クク
タタ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
大
幅
な
営
業
窓
口

の
廃
止
で
利
用
者
は
大
い
な
る

不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
職
場
で
も
リ
ス
ト
ラ
に
よ

る
人
手
不
足
や
マ
イ
ラ
イ
ン
の

ノ
ル
マ
で
労
働
者
は
身
心
と
も

に
ク
タ
ク
タ
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
昨
年
の
十
一
月
、

営
業
部
強
化
の
た
め
、
豊
橋
と

岡
崎
の
「
一
一
六
番
」
を
名
古

屋
に
集
約
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
長
距
離
通
勤
で
予
想
以
上

に
労
働
者
が
退
職
し
、
人
員
不

足
で
職
場
は
て
ん
て
こ
ま
い
。

ま
た
配
置
転
換
さ
れ
た
労
働
者

は
慣
れ
な
い
職
場
で
将
来
の
展

望
が
持
て
ず
、
や
め
て
い
く
人

が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
す
で

に
四
〇
〇
人
の
希
望
退
職
枠
も

越
し
ま
し
た
。

ママ
イイ
ララ
イイ
ンン

獲獲
得得
にに
狂狂
奔奔

ま
た
、
マ
イ
ラ
イ
ン
（
�
電

話
の
加
入
者
が
電
話
会
社
を
選

ぶ
電
話
会
社
事
前
登
録
制
）
獲

得
に
う
ち
勝
つ
こ
と
を
至
上
命

令
に
し
、
労
働
者
に
一
〇
〇
件

も
の
ノ
ル
マ
を
押
し
つ
け
、
個

人
別
グ
ラ
フ
を
張
り
出
し
て
、

競
争
心
を
あ
お
り
立
て
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
も
春
闘
で
は

ベ
ア
ゼ
ロ
を
早
々
と
決
め
、
マ

イ
ラ
イ
ン
獲
得
に
会
社
と
一
体

と
な
っ
て
狂
奔
し
て
い
ま
す
。

「
ノ
ル
マ
が
だ
ん
だ
ん
増
え

て
、
現
在
一
〇
〇
件
に
。
時
間

外
も
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
グ

ラ
フ
管
理
や
激
励
メ
ー
ル
で
職

場
が
ぎ
す
ぎ
す
し
て
い
る
」
と

労
働
者
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

集
約
化
が
す
す
み
、職
場
が

な
く
な
る
大
分
県
で
は
、三
〇

件
で
は
静
岡
、五
〇
件
で
は
名

古
屋
、一
〇
〇
件
で
は
大
阪
へ

転
勤
と
ま
こ
と
し
や
か
に
さ
さ

や
か
れ
て
い
ま
す
。

愛
知
支
部
書
記
長
の
今
木
洋

治
さ
ん
は
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
通
話

料
は
一
番
安
い
の
で
、
本
当
は

何
も
し
な
く
て
も
一
人
勝
ち
。

ネ
ラ
イ
は
社
員
の
意
識
改
革
」

と
い
い
ま
す
。

通通
信信
労労
組組
にに
期期
待待

春
闘
な
し
、
賃
上
げ
な
し
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
で
は
頼
り
に
な
ら

な
い
と
、
通
信
労
組
へ
の
労
働

者
の
期
待
も
寄
せ
ら
れ
、
加
入

す
る
仲
間
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

三
・
一
五
統
一
行
動
は
職
場
の

労
働
者
の
要
求
か
か
げ
二
時
間

の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
た
た
か
い
ま

す
。

職場前で毎月の機関紙配布
労働者の気持ちがよくわかると好評の機関紙

第９４号

愛
知
県
は
、
県
立
高
校
の

授
業
料
値
上
げ
に
加
え
、
所

得
に
応
じ
て
入
学
料
や
授
業

料
を
減
免
す
る
制
度
の
基
準

の
見
直
を
来
年
度
か
ら
実
施

す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

対
象
は
四
月
に
入
学
す
る
一

年
生
か
ら
で
す
。

長
引
く
不
況
の
中
で
リ
ス

ト
ラ
・
倒
産
、
営
業
不
振
な

ど
に
よ
り
、
生
活
困
難
に
な

っ
た
家
庭
に
新
た
な
負
担
を

強
い
る
と
ん
で
も
な
い
改
悪

案
で
す
。

見
直
し
案
は
、
減
免
の
対

象
を
一
〇
項
目
か
ら
六
項
目

に
整
理
し
、
所
得
税
非
課
税

や
就
学
援
助
受
給
者
な

ど
を
対
象
か
ら
外
す
。

市
町
村
民
税
に
よ
る
減

免
基
準
を
見
直
す
と
い

う
も
の
。
試
算
で
は
、

見
直
し
に
よ
り
七
〇
〇

〇
万
円
の
減
額
に
な
る

見
通
し
で
す
。

万
博
・
新
空
港
に

は
、
借
金
を
最
大
限
活

用
し
て
猛
進
し
な
が

ら
、
授
業
料
の
減
免
制

度
の
見
直
し
な
ど
、
県

民
生
活
切
り
捨
て
の
姿

勢
は
断
固
許
せ
ま
せ

ん
。愛

高
教
の
本
田
直
子

委
員
長
は
、
「
不
況
や

東
海
豪
雨
災
害
で
申
請

者
・
受
給
者
が
増
加
す

る
中
で
、
授
業
料
減
免

基
準
を
見
直
し
て
受
給

制
限
を
す
る
こ
と
は
、

就
学
を
保
障
す
る
と
い

う
減
免
制
度
の
趣
旨
か

ら
も
は
ず
れ
る
施
策
」

と
批
判
し
て
い
ま
す
。

愛
高
教
と
公
立
父
母
の

会
は
、
現
行
の
減
免
基

準
と
受
給
水
準
の
維
持

を
求
め
て
愛
知
県
や
議

会
に
請
願
・
陳
情
を
提

出
し
、
今
後
も
運
動
を

強
め
て
い
き
ま
す
。

リリ
スス
トト
ララ
でで
家家
計計
はは
たた
いい
へへ
んん
なな
のの
にに

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号
ククロロススワワーードド
ククイイズズ

（２）

当
選
者

発

表

愛
労
連
機
関
紙
、
新
年
号

の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
の

正
解
は
「
新
世
紀
」
で
し

た
。
三
五
名
の
方
か
ら
ご
応

募
頂
き
、
全
員
正
解
で
し

た
。
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
の
で
図
書
券
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

野
澤
哲
也
（
全
厚
生
）
、
山

本
郁
子
・
水
野
茂
幸
（
全
司

法
）
、
原
口
幸
隆
・
松
井
静

保
（
郵
産
労
）
、
中
村
幸
彦

（
年
金
者
組
合
）
、
合
田
和

男
、
宇
佐
見
伸
（
検
数
労

連
）
、
渡
辺
直
子
・
中
川
愛

子
（
建
交
労
・
学
童
保
育
支

部
）
、
西
本
康
志
（
東
海
共

同
印
刷
労
組
）
、
伊
藤
友
一

・
佐
々
木
雅
道
・
今
村
久
夫

・
大
谷
肇
・
夏
目
幸
夫
（
愛

高
教
）
、
塚
田
妙
子
・
松
尾

輝
子
・
水
谷
千
秋
・
小
笠
原

瑞
枝（
名
古
屋
市
職
労
）

県
立

高
校

授
業
料
値
上
げ
、減
免
制
度
見
直
し

二
〇
〇
一
年
春
闘
で
、
通

信
産
業
労
組
愛
知
支
部
（
組
合

員
一
九
名
）
は
、
大
幅
賃
上
げ

要
求
を
は
じ
め
、
リ
ス
ト
ラ
計

画
の
中
止
、
成
果
・
業
績
給
の

導
入
反
対
、
マ
イ
ラ
イ
ン
の
ノ

ル
マ
強
制
を
や
め
よ
、
な
ど
職

場
の
労
働
者
の
切
実
な
要
求
を

提
出
し
ま
し
た
。

要
求
実
現
に
向
け
て
三
月
一

五
日
、
始
業
時
か
ら
二
時
間
の

ス
ト
ラ
イ
キ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

�／�×１００
（％）

６．５９

６．１９

４．９３

授業料減免者数

（人） �
８，９７６

８，４２６

７，２８９

在籍生徒数
（５月１日現在）
（人） �
１３６，１２４

１３６，０８７

１４７，８０５

区分

１２年度

１１年度

８年度


	１面
	２面

